
奥
谷
栄
里　
シ
ン
プ
ル
な
表
現
で
爽
や
か
。「
し
」は
長
す
ぎ
る
。

中
村
華
峰　

勢
い
の
あ
る「
雲
茜
」に
自
信
を
感
じ
る
。

中
岡
順
子　

気
取
り
が
な
く
穏
や
か
な
作
。

岩
見
清
裕　
流
れ
る
よ
う
な
筆
の
動
き
で
筆
脈
あ
り
。「
し
て
」は
弱
い
。

松
本
朋
子　

ど
っ
し
り
と

構
え
た
「
雲
」
が
生
彩
を

放
つ
。

橋
本
八
重
子　

行
の
頭
の

位
置
を
変
え
る
こ
と
で
動

き
が
出
た
。

小
倉
　
粲　

せ
っ
か
く
の

空
間
を
落
款
が
邪
魔
を
し

た
、
残
念
。

松
﨑
洸
翠
　
肩
の
力
が
抜

け
た
清
々
し
い
作
。

兵
藤
雅
子　

メ
ル
ヘ
ン
チ

ッ
ク
な
可
愛
ら
し
い
作
。

濱
田
麗
芳　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
筆
使
い
。
奥
行
き
が

あ
り
見
事
。

八
幡
翠
柳　

「
の
」
の
字
の
空
間
が
生

き
て
い
る
。
最
後
の
「
の
」
は
一
考
。

福
島
麗
石　

「
や
ぐ
ら
に
」
の
渇
筆
が

利
い
て
い
る
。

池
田
春
水　

派
手
さ
は
な
い
が
味
わ
い
深
い
作
。「
火
を
見
」
は
異
質
。

伊
藤
　
進　

堂
々
の
「
冬
の
夜
の
月
」。
小
書
き
に
も
変
化
を
。

西
嶋
青
暎　

大
小
を
つ
け
た
仮
名
に
存
在
感
あ
り
。

藤
原
青
樺　

伸
び
や
か
な「
人
ひ
と
り
」

が
良
い
。
他
の
字
に
も
動
き
を
。

近
松
志
津
子　

上
部
と
下
部
の
バ
ラ
ン

ス
が
絶
妙
。


